
まえがき＝ボロンは中性子吸収断面積が高い材料として
知られている。天然に存在するボロンには10Bと11Bの 2
種類の同位体があるが，
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ミファとの共同検討を1994年開始した。濃縮ボロンの製

造方法の研究は古く，海外では商業生産の検討が1940年

代ごろからすでに開始されており，国内においても昭和

30年代から理化学研究所の中根

1）, 2）らにより研究がなさ
れ，多数の製造方法が技術的には確立されていた。濃縮
ボロン製造方法としてはいろいろな方法があるが，この
中で生産実績があるのは，化学交換蒸留法がほとんどで
ある。
　化学交換蒸留法にもいろいろな製法があるが，採用し
た製法では，精留塔にて液状の錯塩と錯塩分離生成のボ
ロンを向流接触させる。すると，その錯塩形成反応にお
いて，錯塩へ移行する割合が11Bに比べ10Bのほうが若干
高い性質を有するため，この接触が繰返されることによ
り






